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クラシックファンのためのコンサート 
2022 年 9 月 15 日（木）大阪倶楽部 4 階ホール 午後７時開演 

 

NPO法人 クラシックファンのためのコンサート 
〒550-0025 大阪市西区九条南 2 丁目 18 番 16 号 
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Non-Profit Organization Concert for Classical music Fans 

＜ご来場者のアンケートより＞ 
 
・ 明るいモーツァルトとプロコフィエフ。対照的な 2 曲、 

いずれも素晴らしかったです。プロコフィエフは演奏前 
のお話で、ウクライナ・ スターリン・第二次世界大戦と 
いったキーワードが出て、今こそ聴かれるべき曲だと思 
いました。 

 
・ 座席から鍵盤面が眺められ、その指の動きの美しさに、 

音とともに聴き惚れてしまいました。とても幸せな気分 
になれました。 

 
・ 今だからこそのプロコフィエフの生の音に出会えた縁に 

感謝！！オドロオドロした叫び声、憤り、悲しみなどな 
ど感無量。 

 
・ プロコフィエフ ピアノソナタ 8 番。めったに聴くこと 

のない曲を聴けて大変幸せです。 

第 234 回は、鈴木華重子氏をお迎えしてピアノリサイタルを行いました。モーツァルトの「ピア

ノソナタ第 18 番」は対位法が用いられており難しい作品ですが、鈴木氏の演奏はそれを全く

感じさせず、明るく軽やかな音は空間を漂い、心地良い響きに包まれました。プロコフィエフ

の戦争ソナタと言われる 3曲のうちの 1曲「ピアノソナタ第 8番」は、鈴木氏曰く「不安定で得

体の知れない」作品で、モーツァルトとは全く異なる世界が繰り広げられました。そして、現在

の大変な世の中に祈りを込めて演奏されたアンコールの「アダージョ」 (バッハ＝ブゾーニ)も

含め、趣の違う曲を多彩な表現で聴かせていただき、感動的なひとときでした。 

 

鈴木 華重子 ピアノリサイタル 

〈プログラム〉 

モーツァルト       

ピアノソナタ  第 18番  ニ長調  K.576 

 

プロコフィエフ      

ピアノソナタ  第 8 番  変ロ長調  Op.84 

「戦争ソナタ」 

 


